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平成 24年 8月 23 日（千葉工業大学） 
教育システム情報学会 

（Japanese Society for Information and Systems in Education） 

 



 

第 1 号議案 2011 年度活動報告に関する件 
 

2011 年度の活動について次のとおり報告します。 

 

１．会員数 

 名誉会員 正会員 準会員 
企業・ 

団体会員 
合計 

2010 年度末会員数 0 1383 262 35 1680 

2011 年度入会  60 24 0 84 

2011 年度会員種別変更  2 -2 0 ±0 

2011 年度退会  -155 -24 -8 -187 

2011 年度末会員数 

2012.3.31 時点 
 1290 260 27 1577 

2011 年度増減数  -93 -2 -8 -103 

    

 

 

 

 

 

2．運営活動 

2．1 第 37 回通常総会 
日 時：2011 年 9月 1日（木） 

場 所：広島市立大学 

 

2．2 理事会・評議会 
○第 145 回理事会・評議会 

    日時：2011 年 5月 28 日（土）  

    場所：東京スタンダード会議室 

   ○第 146 回理事会・評議会 

    日時：2011 年 7月 30 日（土）  

    場所：大阪経済大学 E 館 

   ○第 147 回理事会・評議会 

    日時：2011 年 9月 1 日（木）  

    場所：広島市立大学 

   ○第 148 回理事会・評議会 

    日時：2011 年 9月 24 日（土）  

    場所：東京スタンダード会議室 

○第 149 回理事会・評議会 

 日時：2011 年 11 月 26 日（土）  

 場所：東京スタンダード会議室 

○第 150 回理事会・評議会 

 日時：2012 年 1月 28 日（土）  

 場所：大阪経済大学 E 館 

○第 151 回理事会・評議会 

 日時：2012 年 3月 26 日（土）  

 場所：東京スタンダード会議室 

 

 

 



 

3．事業活動 

3．1 研究会の開催 

 

 

3．2 委員会活動  他 
○学会誌編集委員会 

1) 論文掲載数 

  Vol.28,No.2 原著論文 2，実践論文 1，実践速報 1，解説 1 

  Vol.28,No.3 原著論文 2，実践論文 2，ショートノート 3，解説 1 

  Vol.28,No.4 原著論文 1，実践論文 1 

  Vol.29,No.1（特集号）原著論文 1，実践論文 4，実践速報 4 

  合計 24 原著論文 6，実践論文 8，実践速報 5，ショートノート 3，解説 2 

 

2) 特集号 

「実用的 eラーニング環境の構築と運用」のテーマで特集号を発行した。論文の募集に当たっては、

研究会委員会と連携して、2010 年度に特集号研究会を実施し、発表に対するコメント付与による投

稿促進を図った。35 件の投稿中 15 件が特集号研究会からの投稿であった。全体の採録率は 25%で、

特集号研究会からの投稿の採録率は 40%であった。 

 

3) 全国大会チュートリアル 

第 36回全国大会において、「チュートリアル：編集担当委員が語る JSiSE 論文投稿入門 －論文執筆

のコツから査読のポイントまで－」を実施した。 

 

4) WG 活動 

論文誌の質・量の向上を図るため、採録基準・査読プロセス・コンプライアンスの 3 つのテーマに

ついて検討を行うワーキンググループを発足した。 

日 時 テ ー マ 担 当 

第 1回研究会 

2011 年 5 月 27 日(金) 

      28 日(土)  

場 所：キャンパスイノベーションセンター 

テーマ：eラーニング環境のデザインと組織マネージネント／ 

医療・看護・福祉分野における ICT 利用教育／一般 

発表件数：21件 / 参加者数：70 名 

仲林 清 

石打智美 

松居辰則 

北村士朗 

第 2回研究会 

2011 年 7 月 9 日(土) 

場 所：千歳科学技術大学 

テーマ：ICT を活用した学習支援と教育の質保証／一般 

発表件数：16件 

不破 泰 

小松川浩 

野崎浩成 

布施 泉 

第 3回研究会 

2011 年 9 月 3 日(土) 

※台風のため中止 

場 所：香川大学 

テーマ：教育機関等連携を支援する教育システムの 

設計・構築・運用／一般 

発表件数：10件 

林 敏浩 

小西達裕 

第 4回研究会 

2011 年 11 月 12 日(土) 

場 所：関西大学 

テーマ：協調的学習とその支援技術／一般 

発表件数：7件 / 参加者数：31名 

柏原昭博 

小尻智子 

曽我真人 

第 5回研究会 

2012 年 1 月 21 日(土) 

場 所：鹿児島大学 

テーマ：ネットワークコンピューティングとこれからの 

教育・学習環境／一般 

発表件数：23件 / 参加者数：62 件 

佐々木整 

三石 大 

第 6回研究会 

2012 年 3 月 17 日(土) 

場 所：大阪工業大学 

テーマ：情報教育と社会人基礎力／一般 

発表件数：24件 / 参加者数：80 名 

松永公廣 

西野和典 

西端律子 

特集論文研究会 

2012 年 3 月 17 日(土) 

場 所：大阪工業大学 

テーマ：ICT の高度化による先進的学習支援に向けて 

 -技術と人間の共生を目指して- 

発表件数：24件 / 参加者数：69 名 

松居辰則 

小西達裕 

林 雄介 

http://www.jsise.org/studygroupcommittee/2011/2011-06pro.html


 

○英文誌編集委員会 

英文誌 Vol.10, No.1 の編集・発行 

 掲載数： ５（原著論文１，実践論文１，ショートノート３） 

 投稿数：１７（原著論文１０，実践論文４，ショート３，実践速報０） 

 

○研究会委員会 

全国大会企画セッション（７セッション）を実施 

・eラーニング環境のデザインと組織マネージメント 

・ICT を活用した学習支援と教育の質保証 

・医療・看護・福祉分野における ICT 利用の現状と今後の展開 

・続・教育機関等連携を支援する教育システムの設計・構築・運用 

・協調的学習とその支援技術 

・ネットワークコンピューティングとこれからの教育・学習環境 

・教育の情報化と情報教育 

 

○顕彰委員会 

2011 年度功労賞に、今榮國晴氏が受賞され、第 37回通常総会の場で表彰式が行われた。  

 

○WWW 委員会 

   ・Web サイトとメーリングリストの日常的な管理を行った。 

・Web サイト・メーリングリストの管理体制の抜本的見直しを行った。 

・Web サイトの管理を業者に委託することし，リニュアール準備を進めた。 

 

 

○渉外・活性化委員会 

1)学生研究発表会の企画・開催(3月) 

2)全国大会での企業セッション運営（8月） 

 

2011 年度（2012 年 3 月開催）JSiSE 学生研究発表会 参加者数・発表者数 結果 

開催地区 開催場所 開催日 実行委員長 発表件数 来場者数 

北海道 千歳科学技術大学 3 月 14 日(水) 
千歳科学技術大学 

小松川浩 
6 62 

関東 八王子学園都市ｾﾝﾀｰ 3 月 9 日(金) 拓殖大学 佐々木整 6 21 

北信越 
信州大学 

長野(工学)ｷｬﾝﾊﾟｽ 
3 月 9 日(金) 金沢大学 松本豊司 

16 
（内ﾎﾟｽﾀｰ 7） 

39 

東海 
名城大学 

名駅ｻﾃﾗｲﾄ MSAT 
3 月 13 日(火) 名城大学 山崎初夫 

16 
（内ﾎﾟｽﾀｰ 1） 

42 

関西 
関西学院大学 

 大阪梅田ｷｬﾝﾊﾟｽ 
3 月 10 日(土) 甲子園大学 梶木克則 

20 
（内ﾎﾟｽﾀｰ 6） 

48 

中国 岡山大学 3 月 5 日(月) 岡山大学 笠井俊信 15 30 

四国 香川大学 工学部 3 月 8 日(木) 香川大学 林 敏浩 5 23 

九州 
九州工業大学 

情報工学部 
3 月 2 日(金) 

九州工業大学 

国近秀信 
9 31 

沖縄 琉球大学 3 月 2 日(金) 
琉球大学 黒田登美雄 

（連絡窓口 谷口 祐治） 
4 28 

合計    97 324 

 

 

 

 



 

○情報教育委員会 

第 36回全国大会でのワークショップ開催に向けて取り組んだ。大会では情報教育 

委員会主催のワークショップ「災害時危機管理と期待される人材像」を開催した。 

 

○産学官連携・人材開発戦略委員会 

企画準備会議 

主 題：ワークショップ等の企画準備 

実施日：2012 年 1月 6日、2月 24 日、3月 30 日 

場 所：熊本大学田町オフィス 他 

 

○新技術開発・活用委員会  

新技術開発に関する第36回全国大会でのワークショップ企画 

  日  時 ：2011年8月31日(水) 

 場  所 ：広島市立大学 

 企画内容：iPhone やiPad 向けのアプリケーション開発～教育現場での可能性 

      新居雅行 氏（アップル認定トレーナー） 

 参加者 ：80名 

 

○若手育成・会員獲得委員会 

若手育成と会員獲得のために、以下の活動を行っていきました。 

   1)学生会員の入会しやすさを向上させるため、入会方法に関する検討を事務局と連携して行い、 

学生に関しては卒業時点で入会の自動継続をしない（継続を確認する）方向で今後運用の検討をす

ることとした。 

 

2)全国大会および各研究会において個人会員・法人会員の勧誘を行うとともに、教育システム若手の

会や学生研究会等の機会を通じ若手研究者に対して本学会の紹介・勧誘を行い、それぞれ会員の獲

得に至った。 

 

○教育システム技術標準化委員会 

 情報処理学会情報規格調査会 SC 36 専門委員会および日本イーラーニングコンソシアム eLP 研修委員

会と連携し，以下の国際規格の翻訳を行った．邦訳版は日本規格協会から入手できる． 

 ISO/IEC 19796-1:2005 Information technology -- 

 Learning, education and training -- 

 Quality management, assurance and metrics -- 

 Part 1: General approach 

 （邦題）情報技術－学習，教育及び訓練－品質マネジメント， 

保証及び計量法－第 1部：一般的アプローチ 

 

ISO/IEC 19796-3:2009 Information technology -- 

Learning, education and training -- 

Quality management, assurance and metrics -- 

Part 3: Reference methods and metrics 

（邦題）情報技術－学習，教育及び訓練－品質マネジメント， 

    保証及び計量法－第 3部：参照方法及び計量法 
 

○医療・看護教育委員会 

1)委員会メンバーの決定 

2)本学会における医療・看護・介護・福祉等分野の論文掲載状況調査（Vol.29(1)，編集後記参照） 

3)関連行事での学会広報活動 

2012 年 1月 28 日(土)～29 日(日） 

第 6回医療系 eラーニング全国交流会で学会の紹介等広報活動を行った． 

 

 

 

 



 

3．3 学会誌の発行 
   ○論文誌 

   Vol.28,No.2 JSiSE2011 

   Vol.28,No.3 JSiSE2011 

   Vol.28,No.4 JSiSE2011 

   Vol.29,No.1 JSiSE2012（特集号） 

○英文誌 

   Vol.10,No.1  JSiSE2011 

 
 

 

 

3．4 研究報告書の発行 
   Vol.26,No.1 研究報告 

   Vol.26,No.2 研究報告 

   Vol.26,No.3 研究報告 

   Vol.26,No.4 研究報告 

  Vol.26,No.5 研究報告 

  Vol.26,No.6 研究報告 

  Vol.26,No.7 研究報告 

 

 

 

3．5 ニューズレターの発行  
   NO.172  2011 年  5 月 31 日 

   No.173  2011 年  7 月 31 日 

   No.174  2011 年  9 月 30 日  

  No.175 2011 年 11 月 30 日 

  No.176 2012 年  1 月 31 日 

  No.177 2012 年  3 月 31 日 

 

 

3．6 全国大会 
   第 36 回全国大会 

   日 時：2011 年 8月 31 日(水) ～9 月 2 日(金) 

   場 所：広島市立大学 

 

 

4．支部活動 

4．1 関西支部 
1.支部評議員会 

1)2011 年度関西支部通常評議員会 

 実施日：2011 年 5月 22 日（日）12:30-14:00 

場 所：(株)内田洋行「大阪 ユビキタス協創広場 CANVAS」 

内 容：①2010 年度事業報告 

 ②2010 年度会計報告など 

  ③会計監査報告 

  ④第 14期新役員の選挙 

  ⑤2011 年度支部評議員・幹事 

  ⑥2011 年度事業計画 

  ⑦2011 年度会計予算 

 ⑧その他 

 

2)第１回臨時評議員会（メーリングリストでの審議） 

 実施日：2011 年 6月 4日（日）17:12～ 6 月 11 日（日）24:00 

 場 所：メーリングリスト 

 内 容：①幹事の辞任の件 

     ②評議員の推薦の件 

     ③会則一部変更の件 

 

2.支部幹事会 

 2011 年度幹事会 

 実施日：2012 年 3月 10 日（日）17:25-18:00 

 場 所：関西学院大学大阪梅田キャンパス 



 

3.支部研究会 

1)第 1回産学連携研究会 

   実施日：2011 年 5 月 22 日（日）14：10-17：00 

場 所：(株)内田洋行「大阪 ユビキタス協創広場 CANVAS」 

 

  2)第 2回産学連携研究会 

実施日：2011 年 11 月 27 日（日）13：30-17：00 

場 所：大阪電気通信大学駅前キャンパス 

 

3)共催 情報コミュニケーション学会第７回情報教育合同研究会 

実施日：2011 年 12 月 3日（土）10：00-16：50 

場 所：園田学園女子大学開学 30周年記念館 

 

  4)協賛 社会人基礎力を意識した学生研究発表会 

実施日：2011 年 12 月 11 日（土）13：00-17：00 

場 所：大阪電気通信大学駅前キャンパス 

 

  5)第 26 回学生研究発表会 

実施日：2012 年 3月 10 日（土）13：00-17：00 

場 所：関西学院大学大阪梅田キャンパス 

 

6)共催 本部第 6回研究会および特集研究会 

   実施日：2012 年 3 月 17 日（土）10：00-16：40 

場 所：大阪工業大学枚方キャンパス 

 

4．2 東海支部 
1.2011 年度「総会」および「幹事会」等の開催 
1)2011年度「総会」 

日 時：5月28日(土) 14:30～15:10 

場 所：名城大学名駅サテライトMSAT 

議 題：支部長・副支部長選挙について，2010年度活動報告，2010年度決算報告， 

2011年度活動計画，2011年度予算案ほか 

 

2)第1回「幹事会」 

日 時：5月28日（土）13:30～14:30 

場 所：名城大学名駅サテライトMSAT 

 

3)第2回「幹事会」 

日 時：12月17日（土）13:30～14:50 

場 所：名城大学天白キャンパスタワー7510階1002会議室 

 

4)第3回「幹事会」 

日 時：3月13日（火）9:40～10:10 

場 所：名城大学名駅サテライトMSAT 会議室 

 

2.研究会等の開催 

1)第1回研究会 

日 時：5月28日(土)15:20～17:00 

場 所：名城大学名駅サテライトMSAT 

 

2)第2回学習会 

日 時：12月17日（土）15:00～17:20 

場 所：名城大学天白キャンパスタワー7510階1002会議室 



 

3)e-ラーニング勉強会（延べ7回開催，TSPLAZAに掲示板を新設） 

場 所：南山大学名古屋キャンパスＪ棟４階会議室ほか 

世話役(幹事)：吉根勝美（南山大学），磯本征雄ほか 

日 時：4月23日(土)15:30～   

5月14日(土)15:30～   

7月 2日(土)15:30～   

7月16日(土)16:15～   

8月 5日(金)16:00～   

10月 1日(土)15:30～   

10月11日(火)15:15～  

 

3.全国大会ワークショップへの参加 

日 時：8月31日（水）9：30～ 

場 所：広島市立大学（JSiSE全国大会） 

テーマ：「e-Learning教材の共有化における諸課題の解決に向けて」 

 

4.日生e-Learning研修会 

日 時：9月3日（土）～4日（日） 

場 所：備前東商工会・第一ホール 

内 容：研修会当日の講演（4件），自由討論会、予稿集の作成（掲載論文12件） 

http://www.tsplaza.jp/kenshu/ 

JSiSE東海支部メンバーの親睦を図り、e-Learning研修会を行い、その分野の知識・技術力を

高め、知見・見識を深めることを目的に、合宿形式の研修会を実施。 

  

5.JSiSE東海支部が共催・協賛した講演会等 

1)第150回教育工学研究会 

日 時：11月12日（土）13:30～17:10 

場 所：名城大学天白キャンパスタワー75 １０階１００２室 

主 催：計測自動制御学会中部支部 

協 賛：教育システム情報学会東海支部 

研究発表：10件 

 

2)第151回教育工学研究会プログラム 

日 時：3月24日（土）12:40～17:00 

場 所：大同大学滝春校舎S棟２階２０５室 

主 催：計測自動制御学会中部支部 

協 賛：教育システム情報学会東海支部 

研究発表：12件 

 

3)第32回東海ファジィ研究会(蒲研) 

日 時：2月11日（土）～12日（日） 

場 所：日間賀島公民館（南知多町役場日間賀島サービスセンター） 

主 催：日本知能情報ファジィ学会東海支部 

協 賛：教育システム情報学会東海支部ほか 

 

6.支部会員が運営に関わった関連学会の研究会等（東海地区での開催分のみ掲載） 

1)電子情報通学会教育工学研究会(ET) 

日 時：6月17日(金) 

場 所：豊橋技術科学大学 

テーマ：学習データの蓄積活用／一般 

 

2)2011年度JSiSE学生研究発表会（名古屋会場） 

日 時：3月13日(火)10：00～18：00（17:10-審査・表彰式、18:00-懇親会） 

会 場：名城大学名駅サテライトMSAT 

主 催：教育システム情報学会 

発表件数：口頭発表15件，ポスター発表1件 

http://www.tsplaza.jp/kenshu/


 

 

7.その他 

教育システム情報学会第36回全国大会 

日 時：8月31日-9月2日 

会 場：広島市立大学 

 

 

4．3 中国支部 
1.中国支部総会および支部大会の開催 

 日 時 ： 2011 年 7 月 17 日(日) 

 会 場 ： 広島市立大学 

 発表件数：７件 

 参加者 ：28 名 

 

2.2012 年春 JSiSE 学生研究発表会（中国支部担当） 

 日 時 ： 2012 年 3 月 5 日（月） 

 会 場 ： 岡山大学 

 発表件数： 15 件 

 参加者 ： 35 名 

 

3.教育システム情報学会第 36回全国大会 現地実行委員会 

1)第 3回実行委員会／ＰＣ委員会 

 日 時： 2011 年 5 月 21 日（土） 

 会 場： 広島市立大学 

 参加者： 11 名 

 

2)第 4回実行委員会／ＰＣ委員会 

 日 時： 2011 年 7 月 17 日（日） 

 会 場： 広島市立大学 

 参加者： 13 名 

 

3)第 5回実行委員会／ＰＣ委員会 

 日 時： 2011 年 8 月 30 日（火） 

 会 場： 広島市立大学 

 参加者： 10 名 



 

第 2 号議案 2011 年度決算報告に関する件    

 
20１１年度の決算を次のように報告いたします。 
 

2011 年度決算報告書 
１．2011 年度収支計算書総括表（自 2011 年 4月 1 日 至 2012 年 3 月 31 日） 

    
（1）収入の部 

   
科目 合計 通常会計 事業会計 

1. 入会金 66,000 66,000 ― 

2. 会費 10,957,000 10,957,000 ― 

3. 資料販売等 4,326,198 4,326,198 ― 

4. 広告収入 800,000 800,000 ― 

5. 全国大会 6,329,053 ― 6,329,053 

6. 企画セミナー 0 ― 0 

7. 雑収入 66,321 65,061 1,260 

8. 前期損益修正益 830,530 830,530  ― 

当期収入合計 （A） 23,375,102 17,044,789 6,330,313 

前年度繰越収支差額 8,096,866 4,828,565 3,268,301 

収入合計 （B） 31,471,968 21,873,354 9,598,614 

    
(2) 支出の部 

   
科目 合計 通常会計 事業会計 

 1. 印刷費 5,201,939 5,201,939 ―   

 2. 委託費 1,247,350 1,247,350 ―   

 3. 通信費 1,614,475 1,614,475 ―   

 4. 会議費 330,335 330,335 ―   

 5. 旅費 350,100 350,100 ―   

 6. 人件費 2,700,850 2,700,850 ―   

 7. 消耗品費 103,424 103,424 ―   

 8. 支部支援費 726,232 726,232 ―   

 9. 賃借料 729,000 729,000 ―   

10. 光熱費 59,606 59,606 ―   

11. 全国大会 4,304,002 ―   4,304,002 

12. 企画セミナー 0 ―   0 

13. 特別支援費 0 ―   0 

14. 雑費 92,167 92,167 ―   

15. 予備費 198,650 198,650 0 

当期支出合計（C） 17,658,130 13,354,128 4,304,002 

当期収支差額（A）-（C） 5,716,972 3,690,661 2,026,311 

次期繰越収支差額（B）-（C） 13,813,838 8,519,226 5,294,612 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２．2011 年度収支決算書 (自 2011 年 4 月 1日 至 2012 年 3 月 31 日)  

１） 通常会計収支決算書 
   

 （1）収入の部 
    

科目 2011 年度予算 2011 年度決算 増減 備考 

 1. 入会金 60,000 66,000 6,000   

 2. 会費 9,600,000 10,957,000 1,357,000   

正会員 7,700,000 8,841,000 1,141,000   

準会員 500,000 616,000 116,000   

企業・団体(維持)会員 1,400,000 1,500,000 100,000   

 3. 資料販売等 4,700,000 4,326,198 △ 373,802   

研究報告 1,200,000 1,371,472 171,472   

学会誌 300,000 292,050 △ 7,950   

別刷収入和文誌 3,200,000 1,919,815 △ 1,280,185   

別刷収入英文誌 0 528,570 528,570   

その他資料等 0 214,291 214,291 学生研究発表会等 

 4. 広告収入 800,000 800,000 0   

 5 .雑収入 10,000 65,061 55,061 受取利息･著作権使用料 

 6. 前期損益修正益 
 

830,530 830,530   

当期収入合計（A） 15,170,000 17,044,789 1,874,789   

前年度繰越収支差額 4,828,565 4,828,565 0   

収入合計（Ｂ） 19,998,565 21,873,354 1,874,789   

     
 （2）支出の部 

    

科目 2011 年度予算 2011 年度決算 増減 備考 

 1. 印刷費 7,000,000 5,201,939 △ 1,798,061   

   学会誌印刷費 3,000,000 2,272,620 △ 727,380 学会誌 4 回 

   英文誌印刷費 1,400,000 734,370 △ 665,630 英文誌 1 回 

   別刷印刷費(和文誌) 800,000 473,340 △ 326,660   

  別刷印刷費(英文誌) 300,000 171,990 △ 128,010   

   ニューズレター印刷費 350,000 438,375 88,375   

   研究報告書印刷費 800,000 770,910 △ 29,090   

   封筒印刷費 250,000 190,470 △ 59,530   

   その他印刷費 100,000 149,864 49,864   

 2. 編集委員会委託費 1,520,000 1,247,350 △ 272,650   

   和文誌委託費 1,100,000 827,350 △ 272,650   

   英文誌委託費 420,000 420,000 0   

 3. 通信費 1,400,000 1,614,475 214,475   

 4. 会議費 400,000 330,335 △ 69,665   

 5. 旅費 600,000 350,100 △ 249,900   

 6. 人件費 2,500,000 2,700,850 200,850   

 7. 消耗品費 150,000 103,424 △ 46,576   

 8. 支援費 640,000 726,232 86,232   

   支部支援費 60,000 60,000 0   

   研究会委員会支援費 180,000 200,197 20,197   

   その他支援費 400,000 466,035 66,035   

 9. 賃借料 750,000 729,000 △ 21,000   

10. 光熱費 60,000 59,606 △ 394   

11. 雑費 100,000 92,167 △ 7,833   

12. 予備費 200,000 198,650 △ 1,350   

当期支出合計（C） 15,320,000 13,354,128 △ 1,965,872   

当期収支差額（A）-（C） △ 150,000 3,690,661 3,840,661   

次期繰越収支差額(B)-(C) 4,678,565 8,519,226 3,840,661   



 

 

    

２）事業会計収支計算書 
   

（１）収入の部 
    

科目 2011 年度予算 2011 年度決算 増減 備考 

1.全国大会 5,000,000  6,329,053  1,329,053   

2.企画セミナー 0  0  0   

3.雑収入 0  1,260  1,260 事業用口座受取利息  

当期収入合計(A) 5,000,000  6,330,313  1,330,313   

前年度繰越収支差額 3,268,301  3,268,301 0   

収入合計(B) 8,268,301  9,598,614  1,330,313   

     

     
（２）支出の部 

    
科目 2011 年度予算 2011 年度決算 増減 備考 

1.全国大会 5,000,000  4,304,002  △ 695,998   

2.企画セミナー 0  0  0   

3.特別支援費 0  0  0   

4.予備費 100,000  0  △ 100,000 支払手数料 

当期支出合計（C) 5,100,000  4,304,002  △ 795,998   

当期収支差額（A)-（C) △ 100,000 2,026,311  2,126,311   

次期繰越収支差額(B)-（C) 3,168,301  5,294,612  2,126,311   

 



 

 

       
３.貸借対照表（2012 年 3 月 31 日現在） 

       
【資産の部】     【負債の部】       

      
    

普通預金（みずほ麹町） 6,764,504 前受金 
  

2,422,000 

1325993 一般用       

普通預金（池田・上新庄） 420,064 未払金   347,500 

13440 一般用           

郵便振替 
 

3,542,895 預り金 
  

 1,500 

6-709632 一般用     
 

    

普通預金（みずほ茨木） 5,292,309  負債合計     
 

2,771,000 

1248580 事業用   【資本の部】       

郵便定額(事業積立） 事業用  201,568   
 

    

  
  

基本金 
 

  4,237,205  

郵便定額（基本財産） 4,237,000   
 

    

郵便定額（基本財産（利息＋繰越分）） 297,321         

 
  

 別途積立金 
通常  0   

      事業 200,000  200,000  

現金（基本財産）   205 

次期繰越 

収支差額 

通常 
 

  

  
 

  （前期分） 4,828,565   

現金 
 

 116,177 （当期分） 3,690,661  8,519,226  

  
 
  事業 

 
  

未収入金 
 

150,000 （前期分） 3,268,301   

      （当期分） 2,026,311  5,294,612  

      資本合計   18,251,043  

資産合計   21,022,043 資本負債合計   21,022,043  

 

 

 

４．計算書類に対する注記 
 

   
次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。 

科目 前期末残高 当期末残高 

現金・預金 8,096,866 13,813,838 

合計 8,096,866 13,813,838 

 

 



 

 

第 3 号議案 2011 年度監査報告に関する件   

 

 

2011 年度の監査報告は次のとおりです。 

 

 

 

 

監 査 報 告 
 

 

 

教育システム情報学会 

     会長  前迫 孝憲 殿 
 

 

 

  ２０１１年度の教育システム情報学会の事業執行の状況並びに、 

 ２０１１年度の財務諸表および決算報告について、厳正に監査した 

 結果、適法かつ妥当であることを確認致しました。 
 

 

 

 

 

 

     ２０１２年 ７月２１日 

 

監 事  伊藤 紘二 

 

 同   小荒井 順 

 
 

 



 

第 4 号議案 2012 年度活動計画（案）に関する件 
 

2012 年度の活動計画を次のように提案いたします。 

 

1．運営活動 

1．1 第 38 回通常総会 
日 時：2012 年 8月 23 日（木） 

場 所：千葉工業大学 

 

1．2 理事会・評議会 
○第 152 回理事会・評議会 

    日時：2012 年 5月 26 日（土）  

    場所：東京スタンダード会議室 

   ○第 153 回理事会・評議会 

    日時：2012 年 7月 21 日（土）  

    場所：大阪経済大学 E 館 

   ○第 154 回理事会・評議会 

    日時：2012 年 8月 23 日（木）  

    場所：千葉工業大学 

   ○第 155 回理事会・評議会 

    日時：2012 年 9月 29 日（土）  

    場所：東京 

 

○第 156 回理事会・評議会 

 日時：2012 年 11 月 24 日（土）  

 場所：東京 

○第 157 回理事会・評議会 

 日時：2013 年 1月 26 日（土）  

 場所：大阪 

○第 158 回理事会・評議会 

 日時：2013 年 3月 30 日（土）  

 場所：東京 

 

 

 

 

2．事業活動 

2．1 研究会の開催 

 

日 時 テ ー マ / 会 場  担 当 

第 1回研究会 

2012 年 5月 18 日(金) 

19 日(土) 

場 所：放送大学 

テーマ：eラーニング環境のデザインと組織マネージメント／ 

    医療・看護・福祉分野における ICT 利用教育／一般 

仲林 清 

松居辰則 

北村士朗 

真嶋由貴惠 

加藤泰久 

櫻井良樹 

第 2回研究会 

2012 年 7月 15 日(日) 

場 所：北海道大学 

テーマ：ICT を活用した学習支援と教育の質保証／一般 

不破 泰 

小松川浩 

野崎浩成 

布施 泉 

第 3回研究会 

2012 年 9月 8日（土） 

場 所：香川大学 幸町キャンパス研究交流棟 

テーマ：続^2・教育機関等連携を支援する 

教育システムの設計・構築・運用／一般 

林 敏浩 

小西達裕 

安間文彦 

第 4回研究会 

2012 年 11 月 10 日（土） 

場 所：和歌山大学 

テーマ：スキル学習とその支援技術／一般 

曽我真人 

柏原昭博 

小尻智子 

長谷川忍 

第 5回研究会 

2013 年 1月 12 日(土) 

  

場 所：東北大学 

テーマ：ネットワークコンピューティングと 

    これからの教育・学習環境／一般 

佐々木整 

三石 大 

妻鳥貴彦 

第 6回研究会 

2013 年 3月 16 日（土） 

場 所：山口大学 吉田キャンパ 

テーマ：教育の情報化と情報教育／一般 

松永公廣 

西野和典 

西端律子 

鷹岡 亮 

特集論文研究会 

日程調整中 

場 所：調整中 

テーマ：調整中 

調整中 



 

2．2 委員会活動  他 
○学会誌編集委員会 

1) 学会誌発行・特集号 

例年通り、学会誌を年 4 回発行する。うち 1 回は特集号とする。今年度のテーマは「ICT の高度化

による先進的学習支援に向けて -技術と人間の共生を目指して-」とする。 

論文の募集に当たっては、研究会委員会と連携して、2011 年度に特集号研究会を実施し、発表に対

するコメント付与による投稿促進を図った．この結果，29 件の投稿があり、うち 13 件が特集号研

究会からの投稿であった。 

 

2) 全国大会チュートリアル 

前年に引き続き、第 37回全国大会において、チュートリアルを実施する。 

 

3) WG活動 

前年発足したワーキンググループの活動を継続する。 

 

○英文誌編集委員会 

英文誌Vol.11, No.1の編集・発行 

    投稿数：20（原著論文15，実践論文3，ショート2，実践速報0） 

    現在，査読中 

  

○研究会委員会 

全国大会企画セッション（6 セッション）を実施予定 

・e ラーニング環境のデザインと組織開発・人材育成 

・ICT を活用した学習支援システムによる教育の質保証 

・続 2・教育機関等連携を支援する教育システムの設計・構築・運用 

・次世代教育・学習環境のための新技術とユーザエクスペリエンス 

・教育の情報化 －初等・中等教育の取り組みをうけて－ 

・先進的な学習支援環境のデザイン －実現したい学習は？－ 

 

○企画委員会 

委員会及び支部と連携し，学会の活性化のための企画を進める。 

また，学会活動のビジビリティ向上のための企画を進める。 

 

○顕彰委員会 

2012 年度功績賞，功労賞の審議を行い、第 38 回通常総会の場で表彰式を行う。 

  
○WWW 委員会 

・ニューズレターの Web 化を行う。 

・Web サイトのデザインと構成をリニューアルする。 

 

○渉外・活性化委員会 

1)学生研究発表会の企画・開催(3月) 

2)全国大会での企業セッション・学生セッションの運営(8月) 

 

○情報教育委員会 

第 37回全国大会でのワークショップ開催に向けて取り組んでいる。 

大会では情報教育委員会主催のワークショップ「学校現場のデジタル化に対応した教育環境のシステ

ム化」を開催する予定である。 

 

○産学官連携・人材開発戦略委員会 

1)ワークショップ 

主 題：「グローバル人材育成の課題と eラーニングへの期待」 

実施日：2012 年 8月 22 日 

場 所：千葉工業大学 芝園キャンパス 

2)2012 年秋にグローバル人材育成をテーマにフォーラムを開催予定 



 

 

○新技術開発・活用委員会 

新技術開発・活用に関する研究会企画等 

  日 時 ：2013 年 3月頃 

  場 所 ：未定 

  企画内容：未定 

 

○若手育成・会員獲得戦略委員会 

前年同様の会員獲得活動を継続し、加えて本年は若手育成のための活動に注力していく予定。 

 
○教育システム技術標準化委員会 

 情報処理学会情報規格調査会 SC 36 専門委員会，日本イーラーニングコンソシアムなどと連携して、 

e ラーニング関連国際標準化の動向に関する情報収集・普及活動を行う。 

 
 

○医療・看護教育委員会 

1)医療・看護・介護・福祉等分野での教育実践の掘り起こしと会員の獲得 

2)次年度特集号に向けた活動 

3)全国大会企画セッションの開催 

 2012 年 8 月 23 日(木) 

4)第 7回医療系 eラーニング全国交流会との連携 

5)委員会開催 

(1)主 題：委員会の活動計画について 

  実施日: 2012 年 5 月 18 日(金) 

  場 所：放送大学 

(2)主 題：第 7回医療系 eラーニング全国交流会との連携方法について（１） 

  実施日：2012 年 7 月 10 日(火) 

  場 所：徳島大学 

(3)主 題：第 7回医療系 eラーニング全国交流会との連携方法について（２） 

  実施日：2012 年 8 月 9 日(木) 

  場 所：大阪府立大学  

(4)主 題：医療・看護系分野での教育実践の掘り起しと会員の獲得について 

  実施日：2012 年 8 月 22 日(水) 

  場 所：千葉工業大学 

(5)主 題：特集会論文募集広報活動における第 7回医療系 eラーニング全国交流会との連携について 

  実施日：2012 年 12 月 11 日(火) 

  場 所：徳島大学 

(6)主 題：第 7回医療系 eラーニング全国交流会連携後の課題と今後の方針について 

     実施日：2013 年 1月 13 日(日) 

     場 所：徳島大学 

 

 

2．3 学会誌の発行 
    ○論文誌 

   Vol.29,No.2 JSiSE2012 

   Vol.29,No.3 JSiSE2012 

   Vol.29,No.4 JSiSE2012 

   Vol.30,No.1 JSiSE2013（特集号） 

  ○英文誌 

   Vol.11,No.1  JSiSE2012 

 

 

 

 

 

2．4 研究報告書の発行 
    Vol.27,No.1 研究報告 

     Vol.27,No.2 研究報告 

   Vol.27,No.3 研究報告 

 

  Vol.27,No.4 研究報告 

  Vol.27,No.5 研究報告 

  Vol.27,No.6 研究報告 

 



2．5 ニューズレターの発行  
     NO.178  2012 年  5 月 31 日 

   No.179  2012 年  7 月 31 日 

   No.180  2012 年  9 月 30 日  

  No.181 2012 年 11 月 30 日 

  No.182 2013 年  1 月 31 日 

  No.183 2013 年  3 月 31 日 

 

 

2．6 全国大会 
   第 37 回全国大会 

   日 時：2012 年 8月 22 日(水) ～ 8 月 24 日(金) 

   場 所：千葉工業大学 

 

 

 

3．支部活動 

3．1 関西支部 
1.支部評議員会 

2012 年度関西支部評議員会 

実施日：2012 年 5月 13 日（日）13:00-14:30 

場 所：大阪電気通信大学駅前キャンパス 

内 容：①2011 年度事業報告 

②2011 年度会計報告・監査報告 

③2012 年度支部評議員・幹事確認 

④2012 年度事業計画 

⑤2012 年度会計予算 

⑥その他 

 

2.支部幹事会 

数回実施（詳細は未定） 

 

3.支部研究会・産学連携研究会等 

1)数回実施（詳細は未定） 

 

2)若手研究者フォーラム 

日 程：2012 年 5月 12 日（土）13:30-16:30 

場 所：学校法人常翔学園「大阪センター」 

 

3)第 27 回学生研究発表会 

日 程：2013 年 3月 9日（土）を予定 

場 所：未定 

 

 

3．2 東海支部 
1.2012年度総会 

日 時：5月19日(土)  14:30～15:15 

会 場：名古屋大学IB電子情報館南棟2階295室 

議 題：2011年度活動報告、2011年度決算報告 

2012年度活動計画、2012年度予算案ほか 

 

2.幹事会 

第1回幹事会 

日 時：5月19日(土)  14:30～15:15  

会 場：名古屋大学IB電子情報館南棟2階295室 

議 題：総会にむけて 

 



 

3.研究会等の開催 

年に3～4回程度，開催する 

第１回研究会 

日 時：5月19日(土)  15:20～17:30 

会 場：名古屋大学IB電子情報館南棟2階295室 

 

4.e-ラーニング勉強会 

全国大会ワークショップなどでの成果報告に向けて。 

定期的に勉強会を実施し，共同研究を進める。 

 

5.国際学会KES-IDT‐2012KES-IIMSS-2012のinvited session 

東海支部で、国際学会の１セッションを企画・運営する。 

日 時：5月23-25日 

場 所：岐阜 

 

6.東海支部の広報について 

・東海支部のWebサイトの見直し 

・サイトの運用方法，掲載情報のさらなる充実 

・メーリングリストの管理・運営方法 

 

7.その他 

1)JSiSE第2回研究会 

日 時：7月15日（日） 

会 場：北海道大学 

テーマ：ICTを活用した学習支援と教育の質保証／一般 

 

2)教育システム情報学会第34回全国大会への参加 

日 時：8月22日(水)～8月24日（金） 

会 場：千葉工業大学 

大会テーマ：「知と学びの絆－教育システム技術でつなぐ人と社会－」 

 

3)東海支部会員が中心となって実施する関連学会の研究会等 

電子情報通信学会教育工学研究会（ET） 

日 時：6月23日(土)12:55 -17:15 

会 場：名古屋大学 

テーマ：教育・学習支援に対する新展開/ 一般 

招待講演や研究発表など9件 

 

4)東海支部が協賛する研究会等。 

計測自動制御学会中部支部教育工学研究会 

日 時：9月1日（土）13:00から17:30（予定） 

会 場：大同大学滝春校舎S棟2階205室 

テーマ：「教育工学（組み込みシステムエンジニアを育てる）」 

教育工学に関連するテーマ 

 

5)学生研究発表会3月（支部研究会との連動） 

 

6)ET研やJSiSE全国大会での発表等との連携を検討 

 

7)電気関係学会東海支部連合大会への加盟の検討 

 

 

 

 



 

3．3 中国支部 
1.中国支部総会および支部大会の開催 

 日 時 ： 2012 年 7 月 21 日（土） 

 会 場 ： 広島女学院大学 

 プログラム 

 口頭発表：9件 

 参加者 ：未定 

 

2.2012 年度教育システム情報学会中国地区学生研究発表会 

日 時 ： 2013 年 3 月上旬を予定 

 会 場 ： 未定 

 
3．4 北海道支部 
  1.2012 年 4 月 1 日に発足 

7 月 14 日に設立総会及び設立記念会を開催 

総会において，会計及び活動計画等を議決 

 

2.今年度は，大学及び他の学協会等の協力を得て，数回，セミナー等を開催予定。 

 

3.地域 ICT 協議会と連携した研究集会を開催予定。 

 

4.2013 年 3 月には，本学会の学生研究発表会と連携した研究集会を開催予定。



 

 

第 5 号議案 平成 24 年度（2012 年度）正味財産増減予算書(案)に関する件 
  

正味財産増減予算書  
    

平成 24 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日まで（2012 年 4 月 1 日から 2013 年 3 月 31 日まで） 

科目 
平成 24 年度 平成 23 年度 

増減 備考 
予算額 予算額 

Ⅰ一般正味財産増減の部         

  1．経常増減の部         

（1） 経常収益         

  受取入会金 60,000 60,000 0   

   受取入会金 60,000 60,000 0   

  受取会費  9,600,000 9,600,000 0   

   正会員受取会費 7,700,000 7,700,000 0   

   準会員受取会費 500,000 500,000 0   

   企業団体会員受取会費 1,400,000 1,400,000 0   

  事業収益 10,350,000 10,500,000 △ 150,000   

      研究報告購読料等収益 1,200,000 1,200,000 0   

   学会誌販売収益 300,000 300,000 0   

   和文誌論文掲載料収益 2,400,000 3,200,000 △ 800,000   

   英文誌論文掲載料収益 800,000   800,000   

   企業広告収益 650,000 800,000 △ 150,000   

   抄録料、著作権使用料等収益     0   

   全国大会収益 5,000,000 5,000,000 0   

   企画セミナー収益     0   

  受取補助金等 0 0 0   

   受取民間補助金     0   

   受取民間助成金     0   

  雑収益  10,000 10,000 0   

   受取利息   5,000   5,000   

   雑収益  5,000 10,000 △ 5,000   

 経常収益計 20,020,000 20,170,000 △ 150,000   

（2） 経常費用         

  事業費 15,400,000 15,310,000 90,000   

   学会誌印刷費 3,000,000 3,000,000 0   

    英文誌印刷費 700,000 1,400,000 △ 700,000   

    別刷印刷費(和文誌) 800,000 800,000 0   

   別刷印刷費(英文誌) 300,000 300,000 0   

    研究報告書印刷費 800,000 800,000 0   

   封筒印刷費 250,000 250,000 0   

    その他印刷費 100,000 100,000 0   

   和文誌委託費 1,100,000 1,100,000 0   

    英文誌委託費 420,000 420,000 0   

   通信費 1,400,000 1,400,000 0   

   会議費     0   

   旅費交通費     0   

   給与手当     0   

   消耗品費     0   

    支部支援費 80,000 60,000 20,000   

    研究会委員会支援費 200,000 180,000 20,000   



 

    その他支援費 380,000 400,000 △ 20,000   

   賃借料     0   

   光熱費     0   

   全国大会費 5,000,000 5,000,000 0   

   企画セミナー費     0   

   特別支援費 770,000   770,000   

   雑費     0   

   予備費 100,000 100,000 0   

 管理費 5,060,000 5,110,000 △ 50,000   

    ニューズレター印刷費 100,000 350,000 △ 250,000   

   封筒印刷費     0   

    その他印刷費     0   

   通信費     0   

   会議費 400,000 400,000 0   

   旅費交通費 500,000 600,000 △ 100,000   

   給与手当 2,500,000 2,500,000 0   

   消耗品費 150,000 150,000 0   

   賃借料 750,000 750,000 0   

   光熱費 60,000 60,000 0   

   雑費 100,000 100,000 0   

   予備費 500,000 200,000 300,000   

 経常費用計 20,460,000 20,420,000 40,000   

  当期経常増減額 △ 440,000 △ 250,000 △ 190,000   

  2．経常外増減の部         

（1） 経常外収益         

   （該当なし）         

 経常外収益計         

（2） 経常外費用         

   （該当なし）         

 経常外費用計         

 当期経常外増減額         

 当期一般正味財産増減額 △ 440,000 △ 250,000 △ 190,000   

 一般正味財産期首残高 18,251,043 8,096,866 10,154,177   

 一般正味財産期末残高 17,811,043 7,846,866 9,964,177   

Ⅱ正味財産期末残高 17,811,043 7,846,866 9,964,177   

 

 

 


